
1 

パブリックコメント集約表  
 

事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

１計画の目的につ

いて 

 

1 

 

「両市は、今後も焼却ごみを

減量する努力を継続して行

う。」旨を記載するべきであ

る。 

計画の目的に加筆します。 

 

２ 

 
Ｐ４、基本方針（１）に以下

の一文を追加すること。 

①  ごみ収集車も含めて周辺

住民から振動・騒音・臭

いについて苦情がないよ

うに努める。 

今後、地元協議会（仮称）を設置し、

操業に関する協定を定める中で趣

旨を反映します。 

３ 

 
②  両市のＣＯ2 排出量削減

に寄与する。 

計画の目的に加筆します。 

 

４ 

 
③  徹底的に配慮＝定義を明

確にすること。 

現に（１）以下に掲載している４項

目がその内容です。 

５ 

 
Ｐ４、基本方針（３）に以下

の一文を追加すること。 

①  事業を計画する過程で市

民の積極的な参加の場を

設定する。 

実施計画をつくり上げる前段階の

基本計画策定過程において、充分な

市民参加の場を設定してきたと認

識しています。今後も、その姿勢に

変わりありません。 

６ 

 

②計画は市民の合意を得て

事業展開する。 

市民の皆さんの意見を十分踏まえ

ながら、事業を推進していきます。 

７ 

 
③施設稼働に当たり、市民か

ら苦情が出るようなこと

が発生した場合は、速やか

に苦情の根源を撲滅する。 

今後、地元協議会（仮称）を設置し、

操業に関する協定を定める中で趣

旨を反映します。 

２基本方針につい    

て 

  

８ 

 
Ｐ４、基本方針（４）に以下

の一文を追加すること。 

①施設運営期間は２０年と

し、運営期間終了後は、付

随する不燃物処理施設等

も含め移転する。 

ＤＢＯ方式による運営期間は２０

年ですが、施設自体の運用期間は現

時点では決まっていません。 

 

３建設地について ９ 

 

焼却処理について、三鷹市と

調布市は別々に処理をすべ

きである。 

平成１１年８月に両市共同で事業

を推進していく旨の覚書を取り交

わして以来、長い年月を重ねて進め

てきました。その経過を尊重したい

と思います。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

10 

 
建設地について、最新の状況

で再度選定を行うこと。 

 

建設地については、平成１３から１

５年度にかけて市民参加による「基

本計画検討委員会」で検討されてき

た経過があります。このように長い

年月をかけて決めてきた経過や平

成２５年度の施設稼動を踏まえる

と、再度の選定は困難です。 

11 

 
「廃プラスチックを含むご

みの焼却は逆行しうるもの

である。」と明示した上で、

苦渋の選択として、ごみ焼

却していることを位置づけ

るべきである。 

この計画の基本方針は、可能な限り

資源化してなお残るごみについて

は焼却することとしています。燃や

す量を極力少なくするよう努力し

ます。 

 

12 

 
プラスチックの焼却を是非

検討してほしい。 

（計画ごみ質の中には低発

熱量も含まれるので、リサ

イクル可能以外のプラスチ

ックも燃やし、分別の簡素

化と燃焼改善による排出の

清浄化をはかってほしい。） 

新ごみ処理施設は資源循環型社会

のシンボルとなることを目指して

います。分別の簡素化はごみ総量の

増大につながる懸念があります。 

13 

 

発電量、熱供給量を維持する

ために焼却ごみを確保する

ようなことがあってはなら

ない。 

ご意見のとおりです。 

14 

 

「不燃ごみ等の資源化物選

別後の可燃分及び残さ」につ

いて、具体的例を記載してほ

しい。 

具体例として記載します。 

 

４処理対象物につ

いて 

 

15 

 

剪定枝などは資源として、焼

却対象物としないでほしい。 

収集対象物については、両市の検討

事項です。両市には、ご意見をいた

だいたことを伝えます。 

５計画ごみ質につ

いて 

16 

 

計画ごみ質の考え方につい

て記載すること。 
３頁に記載がありますが、わかりや

すくします。 

17 

 

現在の状態と比較できるよ

うな表現とするなど、市民に

分かりやすい表現とするこ

と。 

ご趣旨を踏まえ対応します。 

 

６環境保全対策に

ついて 

 

 

 

 

18 

 

負圧など数値記述が可能な

部分については、具体的に記

述すること。 

施設の実施設計で検討していきま

す。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

19 

 
バグフィルタのダスト漏れ

を常時判別できるようバグ

フィルタの改善を求める。 

施設の実施設計で検討していきま

す。 

20 

 

窒素酸化物の住宅地大気環

境基準は平均値で 0.06ppm

なので、これを達成できる煙

突高さと排出濃度にしてほ

しい。 

計画では煙突高を１００メートル

としています。窒素酸化物の自主規

制値を煙突出口で５０ｐｐｍとし

ていますが、１００メートルの煙突

で上空に放出されますと、約１２０

万分の１に希釈され 0.00004ｐｐｍ

となりますので健康への影響はな

いと考えます。 

21 

 

一酸化炭素（ＣＯ）の大気環

境基準値になるよう、排出を

抑制してほしい。 

ご趣旨を踏まえ、努めます。 

22 

 

ダイオキシン類の自主規制

値が国の基準と同じなのは

何故か。もっと厳しくすべき

では。 

ダイオキシン類の自主規制値であ

る 0.1ｎｇは国際的にも厳しい基準

です。あわせて、排出量削減対策を

実施することで自主規制値以下に

抑制します。また、0.1ｎｇは煙突

出口での設定値であり、排ガスは煙

突から排出し希釈され、その濃度は

100 メートルの煙突では 120 万分の

１程度となり、通常の大気中にある

ダイオキシン濃度以下ですので健

康への影響はないと考えます。 

23 

 
既存施設及びごみ収集車両

も含めて周辺住民から振

動・騒音・臭いについて苦情

のないように努めること。 

ご趣旨を踏まえ、努めます。なお、

既存施設については、敷地内で分散

処理している資源化物等を、現不燃

物資源化施設の北側と東側に新た

に建屋を建設して集約し、さらに臭

気を防いでいきます。このための予

算措置については、平成２０、２１

年度で対応していきます。 

24 

 

周辺は住宅密集地域なので、

準工業地域の基準ではなく、

住宅地での基準を適用する

こと。 

計画は、準工業地域の基準ですが、 

極力住宅地の基準に近づけるよう 

努力します。 

25 

 

周囲に溶け込むような外観

にしてほしい。 

煙突を含め、周辺環境に充分配慮し

た外観とします。 

 

①排ガス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②騒音・振動・臭

気 

 

 

 

 

 

 

 

 

③周辺環境 

26 

 

収集運搬車両の新規導入時

には、最新の排ガス規制適合

車とすること。 

収集車両の指導は両市のごみ対策 

課の所管となりますが、ご趣旨を踏 

まえ、協議していきます。 

７地域規制につい 

て ①用途地域 

27 

 

用途地域を住宅専用地域と

記述修正すること。 

建設地は、準工業地域ですので記述

修正はできません。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

28 

 

現在の高さ制限である２５

ｍの高さ以下の建物として

ほしい。 

実施計画では、建物の高さを最高で

３５メートルを想定していますが、

施設能力を損ねない範囲で高さを

抑える努力・工夫をします。なお、

表記については「建屋高３５ｍ以

下」とします。 

 

②高度地区 

29 

 

新施設を地下に埋設してほ

しい。（収集車両の地下搬出

入を検討してほしい。） 

地下に道路をつくり、地下から搬出

入するためには、車両動線の勾配を

考えると、ふじみ衛生組合以外の土

地を取得する必要があると考えま

す。また、焼却施設そのものも半地

下化する必要があります。したがっ

て、平成２５年度の施設稼働を踏ま

えると難しいと考えます。また、用

地取得費や建設費にも多くの費用

がかかることからも難しいと考え

ています。 

８焼却炉について 30 

 

環境的にも、今後のごみの減

量に備える意味でも、３炉に

すべきである 

２炉と３炉について、省エネルギー

性・環境性・安全性・操炉の安定性・

建設費（維持管理費）・設置スペー

ス・炉の耐久性・ごみ量の変動によ

る対応と８つの視点から比較して

市民検討会でも議論いただきまし

た。 

２炉３炉双方に特徴がありますが、

２炉と比較したときの３炉は、操炉

の安定性が相対的に高いといわれ

ますが、２炉においてもごみピット

を通常よりも大きく取ることで、安

定的な操炉が可能と考えており、建

設運営に関して、経済的にも優れて

いることなどから総合的に判断し

て２炉としました。 

９受入供給設備に

ついて 

31 

 

ごみピット容量に余裕は要

らない。広域支援で対応すれ

ばよい。 

焼却炉は１年間に２～３回程度の

定期点検や修繕が必要です。そのた

びごとに、広域支援に頼ることはで

きませんので、ごみピットには一定

の余裕が必要です。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

32 

 

煙突の高さが１００ｍでは

拡散効果が不安である。 
排ガスの排出濃度は、煙突出口での

値です。実際には煙突から排出し、

希釈され、排ガス濃度は１００メー

トルの煙突では 120 万分の１程度

となり、通常の大気中にあるダイオ

キシン濃度以下ですので健康への

影響はないと考えます。 

33 

 

笛吹き現象、ダウンウォッシ

ュについて分かりやすく記

述すること。 

注釈で加えるようにします。 

 

10通風設備につい

て  

①煙突 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②白煙防止 34 

 

白煙防止は、煙突出口で加熱

することになるので、熱量の

無駄であり、炭酸ガス排出低

減の意味からもやめるべき

である。 

今後の検討課題とします。 

 

35 

 

プラットホームを南側とす

ること。 
日影規制の関係から、プラットホー 

ムを南側に配置するのは難しいと 

考えますが、趣旨を踏まえ検討しま

す。 

臭気の視点からのご意見であると

思いますので、臭気対策について

は、万全を期していきます。 

36 

 
西側スペースを収集車両の

待機スペースにすることは、

ＣＯ2 の増加になるので反対

である。 

 

基本的には、収集車両による交通渋

滞が発生しないよう車両動線を計

画していきますが、一定の備えとし

て、西側スペースの一部を収集車両

の待機スペースにしたいと考えて

います。 

11 配置・動線につ

いて  

①配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②動線 

 

 

 

 

 

37 

 
東八道路に至るまでのごみ

収集車両の走行ルートにつ

いても、住宅密集地は避ける

などの配慮をしていただき

たい。 

ごみ収集車両の走行ルートについ

ては、両市とも協議を行い、できる

限り幹線道路を使用するとともに

分散化を行うなど、検討をしていき

ます。 



6 

事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

38 

 

ゲートＣから搬入した可燃

ごみ車両は、ゲートＣから搬

出させたほうがよい。 

敷地内の車両動線については、車両

が円滑に通行でき、交通事故防止の

観点から、一方通行とします。ゲー

トＣから搬入した可燃ごみ車両を、

ゲートＣから搬出させる場合、不燃

物資源化施設の北側道路で対面通

行となりますので、ゲートＣから搬

入した可燃ごみ車両をゲートＣか

ら搬出させるのは、難しいと考えて

います。 

39 

 

収集車両の地下搬出入を検

討してほしい。（地下に自動

車通路を造り、一般道路の渋

滞解消をすべきである。） 

地下に道路をつくり、地下から搬出

入するためには、車両動線の勾配を

考えると、ふじみ衛生組合以外の土

地を取得する必要があると考えて

います。また、焼却施設そのものも

半地下化する必要があります。した

がって、平成２５年度の施設稼働を

踏まえると難しいと考えます。ま

た、用地取得費や建設費にも多くの

費用がかかることからも難しいと

考えています。 

40 

 
収集車両による交通渋滞を

回避してほしい。 

 

現在行っている交通量調査等も踏

まえながら、収集車両による交通渋

滞が発生しないよう車両動線を計

画していきます。 

41 

 

交通渋滞等が発生した場合

には、住民の意見を踏まえつ

つ対応をお願いしたい。 

収集車両による交通渋滞が発生し

ないよう車両動線を計画していき

ますが、実際に収集車両が原因で交

通渋滞が発生した場合には、車両動

線の見直しを検討します。 

42 

 

将来の交通量の増加を見込

んだ対応策が必要である。 
将来の交通量の増加を見込んだう

えで、収集車両による交通渋滞が発

生しないよう車両動線を計画して

いきます。 

43 

 

人見街道（郵便局～市役所）、

若葉通り（泰成マンション～

郵便局）の収集車両の通行禁

止。 

基本的な走行ルートについては、両

市とも協議のうえ動線計画として

定めますが、個々の収集・走行ルー

トについては、三鷹市及び調布市が

判断することとなりますので、意見

があったことを伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44 

 

歩道等の通行量を検討し、車

両動線を決定すること 

歩行者等の通行量も踏まえながら

車両動線を計画するとともに、入口

には交通整理員を配置するなど、交

通安全に努めます。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

三鷹通りの現状の交通量の

把握が不十分であり、ふじみ

衛生組合として交通量調査

を行い、対策を検討すべきで

ある。 

現在、ふじみ衛生組合において、交

通量調査を行っています。この交通

量調査には三鷹通りも含まれてい

ますので、これらの調査結果も踏ま

えながら対応していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46 

 

東八道路から左折入場する

車両対策として、左折専用レ

ーンを設けるなど左折車が

減速せずに左折待機する場

所に流入できるような道路

構造にする必要がある。 

東八道路から左折入場する車両は、

ピーク時で１時間当たり４０台程

度であることから、収集車両による

交通渋滞は発生しないと考えてい

ます。ただし、万一のことを考え、

道路管理者や交通管理者との協議

は継続していきます。  
47 

 

施設整備・運営の事業方式に

PFI 方式は採用しない。（責
任の所在があいまい。） 

今回採用予定の事業方式は、公設民

営方式（ＤＢＯ方式）であり、公共

が施設を建設・保有し、運営維持管

理を民間に行わせるものです。責任

の所在（リスク分担）は、契約時に

定めるとともに、運営維持管理の状

況について、適切に指導・監督し、

市民の皆様にも監視できるシステ

ムを検討していきます。  
48 

 
新施設建設に当たっては、将

来の建て替え計画も練って

おくべきである。 

廃棄物処理技術は日進月歩であり、

将来の処理方法、焼却対象物、処理

量等を現時点で確定することは困

難です。したがって、現時点で将来

の建て替え計画を策定することは

難しいと考えており、将来課題とし

ます。 

12 建設・運営維持

管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49 

 
具体的な会社名を記述する

こと。 

事業者が選定された時点で、公表し

ます。 
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事項 No. 意見・要望 ふじみの考え方 

 

 

 

 

50 

 
事業者グループの選定作業

を行う、専門委員会の人選を

公正に行うとともに、専門委

員会の議論は事後に議事録

を公開してほしい。 

事業者グループの選定にあたって

は、情報公開に努めます。 

 

51 

 

排ガス（CO2 の排出量を含

む）、騒音、臭気、水質等に

ついて、市民に分かりやすく

公開してもらいたい。 

環境保全についてのデータは、広報

やホームページなどを通じ、市民の

皆様に分かりやすく公開していき

ます。 

52 

 

排ガス対策として、常時測定

値を電光掲示板で施設のど

こかに設置する。 

排ガスの常時測定値については、市

民の皆様のご意見を踏まえながら、

電光掲示板を設置するなど、分かり

やすい方法で公開していきます。 

53 

 

万一不具合が起きた場合、市

民に周知し、市民とともに協

議する場を設定すること。 

 

 

万一不具合が起きた場合には、ＨＰ

等を通じ市民の皆様に周知します。

また、地元協議会（仮称）を設置す

るなど、市民の皆様と協議する場を

設定します。 

54 

 

見学は自由に見られるよう

にしてほしい。 

自由に施設見学ができるよう、見学

者の視点も踏まえ施設の設計をし

ていきます。 

55 

 
モニタリング計画について、

詳細に記述すること。 

 

現時点でモニタリング計画につい

て、詳細に記述することは困難で

す。しかし、モニタリング計画につ

いては、今後、市民検討会の議論や

地元協議会（仮称）等との調整を踏

まえ計画していきます。 

56 

 

環境影響評価の「事後評価を

行い」の記述を、「市民参加

による事前評価と事後評価」

に変えること。 

「提出された意見書を踏まえ、本施

設の建設や運営に反映させる。」と

いう記述が、市民参加による事前評

価とご理解ください。 

57 

 
検討委員会の意見を計画に

反映すること。 

 

これまでも市民検討会のご意見を

踏まえ計画（案）を作成してきまし

た。今後も同様に対応していきま

す。 

13モニタリング計

画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58 

 

検討委員会で提示された資

料は市のホームページで議

事録とともに公開すること。 

三鷹市・調布市にご意見があったこ

とを伝えます。 
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59 

 

新ごみ処理施設に係る運営

については、協定書、覚書を

近隣住民と結ぶこと。 

今後、地元協議会（仮称）と協定等

を締結していきます。内容について

は、今後検討していきます。 

60 

 
実際に施設側担当者と住民

が直接意見交換を行える、常

設の定期的な意見交換の場

を設けてほしい。 

地元協議会（仮称）を設置するとと

もに、広く市民の皆様と意見交換が

行える場を設定していきたいと考

えています。 

 

 

 

 

61 

 
工事の様子をケーブルテレ

ビで流してほしい。 

 

建設中の情報提供については、広報

やホームページなどを通じ市民の

皆様にお知らせしたいと考えてい

ます。ケーブルテレビについてはご

提案として今後検討していきます。 

62 

 
建設費について詳細を記述

すること。 

施設の仕様が決定していない現時

点においては、詳細を記述すること

は難しいと考えます。将来、施設の

詳細仕様が定まった段階で明らか

にします。 

63 

 
財源内訳について、分かりや

すく記述すること。 

 

施設の仕様が決定していない現時

点においては、交付金対象事業と単

独事業の内訳が未定であることか

ら、一般的な説明にならざるを得ま

せん。 

なお、「交付税措置」については説

明を加えます。 

64 

 
事業費を起債で賄わないこ

と。 

新ごみ処理施設の建設費は高額で

あり、三鷹市・調布市とも一括して

一般財源で賄える金額ではありま

せん。負担の均てん化を図るうえで

も、起債で賄わざるを得ません。 

14事業費について 

①  建設費 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運営費 

 

65 

 
運営費について詳細を記述

すること。 

施設の仕様が決定していない現段

階においては、詳細を記述すること

は難しいと考えます。将来、施設の

詳細仕様が定まった段階で明らか

にします。 
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15労働安全対策に

ついて 

 

66 

 
危機管理としての対応の指

針、マニュアルを備えるとと

もに、廃棄物技術管理者等の

有資格者を配置すること。ま

た、労働安全衛生委員会を設

置すること。 

労働安全対策は重要と考えており、

ご意見を踏まえ計画を策定してい

きます。 

 

16施設稼動時期に

ついて 

 

67 

 

市民合意を優先し、平成２５

年度にはこだわらないこと。 

 

両市の焼却施設の現状（特に二枚橋

衛生組合焼却施設の稼働停止）を踏

まえると、平成２５年度の施設稼働

はどうしても実現しなければなら

ない目標であり課題であると考え

ています。 

17関連事業につい

て 

 

68 

 

プールを新設してほしい。 余熱利用施設については、今後、市

民の皆様のご意見を踏まえるとと

もに、周辺の公共施設整備計画との

調整を図りながら検討していきま

す。 

69 

 
余熱利用について、早急な計

画の具体化を行うこと。 

余熱利用施設については、今後、市

民の皆様のご意見を踏まえるとと

もに、周辺の公共施設整備計画との

調整を図りながら検討していきま

す。 

70 

 
コミュニティ施設は不要で

ある。 

コミュニティ施設については、今

後、市民の皆様のご意見を踏まえる

とともに、周辺の公共施設整備計画

との調整を図りながら検討してい

きます。 

 

71 

 

不燃物資源化施設を移転し

てほしい。 
現時点において、不燃物資源化施設

の具体的な移転計画はありません。 

72 

 
目の不自由な人にもわかり

やすい資料等がほしい。 

どのようなことが可能か検討して

いきます。 

18 その他 

73 

 

周辺住民に対する迷惑の代

償として、一定枚数のごみ袋

の無料配付や福利厚生施設

の割引利用券の配付などを

検討してほしい。 

（発電電力や発生熱は理想

的には、周辺住民へ無料供給

すべきである） 

今後、どのようなことが可能か、三

鷹市・調布市も含めて検討します。 
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74 

 
用地周辺住民反対者の理解

を得るべく、努力してほし

い。 

今後もご理解をいただけるよう努 

力します。 

 


